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開催日時 平成 27 年 10 月 14 日（水） 

開催場所 三芳公民館 

出席議員 

（4 班）財津・坂本（茂）・髙倉・中野・居川・佐藤 

班  長 財津 

司 会 者 中野 

記 録 者 財津 

参加人数 40 名 

主な要望 

・ 

提 言 等 

○Ａ氏 

１．観光について、豆田の入場料や簗場の鮎料理など高い。助成金など

だせないか。 

研究して安くなるように考える。 

 

○Ｂ氏 

１．観光について、昔の賑わいがないというがどのような事か。 

遊船の数が半減しているし、稼働率も減っている。 

 

入込客は 400 万人ほどいるが、宿泊客は 1 割ほどである。30 年前は、

旅館・ホテルは連日忙しかった。 

２．天領日田の人間は商売が下手。ＰＲも下手。感じのいい接客、心の

こもった「おもてなし」、イメージアップを図るべきだ。 

 

○Ｃ氏 

１．亀山公園から見た市内の景色は素晴らしいが、最近は樹木が生い茂

り見晴らしが悪い。豆田にしても飛騨高山のマネにすぎない。 

公園整備は重要であるし、そのご意見もよく聞く。自然保護団体の考

え方もあるので調整が必要である。 

 

○Ｄ氏 

１．咸宜園の世界遺産登録に向けての議会の考えは。 

  日田の遊船は全国一もっとイベントなどで活用し宣伝するべきだ。 

  結婚について、いくら環境を整えても結婚しない人はいる。考え方

が変わってきたのではないか。 

世界遺産化については、議会も関心を持っている。市の施策を後押し

する。結婚観も変わってきている。 

 

20～39 歳の独身女性のアンケート調査によれば、7 割の人が結婚した

いと思っている。一方、1 割の人はしたくないと言っている。政策研



究会で結婚子育てなどについて調査研究し、今年度中に市へ提言する

ことにしている。 

  

○Ｅ氏 

１．地方創生に関する総合戦略の取組（議会配布資料）４の③について。

私は 67 才だが毎年必ず健康診断（人間ドッグ）を受けている。自分の

健康は自分で守る心がけが必要と思うが、③の取組は具体的にはどの

ようなことか。また、他市町村での取組がわかれば。 

日本一周ウオーキングや介護の支援、などで医者にかからないで健康

を維持する取組を紹介。 

 

日本一周ウオーキングはウエルピアか各振興局の窓口で登録すれば万

歩計が貸与され、距離によってポイントがつく。長野県の佐久市がピ

ンコロ体操など考案して健康長寿の取組に力を入れている。 

 

岐阜市ではデータヘルス計画を策定して、なるべく医者にかからず健

康を維持する取組を始めている。 

 

○Ｆ氏 

１．地方創生に関する総合戦略の取組（議会配布資料）４の③について、

生涯現役健康大長寿のまちづくりを目指すとしているが、医者にかか

り難くなっている。子育てしながら安心して勤められる社会がいいの

だが、地域のあいさつ運動に参加して子供が減ってきたと感じる。放

課後児童クラブの支援員も苦慮しているようなこともある。 

市全体のレベルアップが必要だ。 

地域包括ケアシステムの構築により介護、医療、生活支援など団塊の

世代が 75 才になるのが目前。日田市でも取組が始まっている。 

 

○Ｇ氏 

（提言として） 

・小さい頃からものづくりの面白さを教えることが大事。建設機械を動

かしたりのふれあいの場を作り興味をもたせる。 

・市外からの移住やＵターンの促進も大事だが、空き家については、市

民に入ってもらう事もあっていいのでは。 

・奨学金制度は煩雑で使いずらい。条件を緩和して欲しい。 

・子育てにはお金がかかるが、本当に要るのは中学校以後だ。そのとき

の支援を充実してほしい。 

・日田は近隣地域より賃金は安く、物が高い。手だてはないか。     

 

 



○Ｈ氏 

１．マンションがいっぱい建っている。それが日田市に好影響をもたら

すか疑問だ。市外の業者が施工しているし、メリットはない。規制で

きないか。 

建築関係法令に照らして建設しており、近隣住民説明会も実施してい

る。条例などで規制するのは難しい。市内業者には好影響のないこと

も事実なので、調査研究をしたい。 

２．日田に仕事がないので通勤している人も多い。仕事があればいいの

だが。 

 

○Ｉ氏 

１．副市長ふたりの条例案が反対多数で否決されたが、理由は。 

市長選挙で公約としていなかった。提案理由が不十分で賛成する内容

でもない。財政上も適当でない。 

 

市長に人事権があるが、部長課長を民間から大抜擢することはできな

いし、有能だからと若い職員をその地位につけても機能しない。市長

の唯一の人事権は副市長だけだと考え、日田市の１０年、２０年後の

ための人的投資と思えば必要と言うことで賛成した。会派内でも反対

があったが、話し合いで賛成にまわった。委員会でも本会議でも一票

差で否決となった。 

２．土木、災害関係と、総務関係で分けるという考えかなとも思ったが、

円滑な市政の運営には市長、副市長、職員の信頼関係が不可欠だ。 

 

○Ｄ氏 

１．市議会議員の皆さんは身近な市民の代表だから、案内の来た各種の

催事には必ず出席してもらいたい。             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


